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トップメッセージ

京急グループは、変化の時代において、「移動」と「まち創造」を軸に沿線の価値を

高め続ける企業でありたいと考えています。

私たちが目指すのは、地域とともに成長する「ローカルプラットフォーマー」です。

街の魅力が高まれば、人は訪れ、移動の需要が生まれます。その循環を加速させる

ため、デジタルとデータの力を最大限に活用していく必要があります。

第20次総合経営計画で掲げた「沿線価値共創戦略」を実現するため、DXは重要な

推進力となります。また、単なる技術導入ではなく、私たちの働き方や事業の在り方

そのものを変革するものです。社員一人ひとりが、デジタル人材として成長し、地域

に根ざした新しい価値を創出していきます。

社会は今、少子高齢化や担い手不足といった課題に直面しています。こうした変化

に対応し、持続的な発展を遂げるためには、パートナー企業や地域と共に歩む「共創」

が不可欠です。京急グループは、「移動」と「まち創造」という２つのプラットフォームに

よる相乗効果を最大化し、沿線地域の持続的な発展に貢献していきます。

デジタルの力で、沿線に新しい価値を。京急グループは、これからも挑戦を続けます。

京浜急行電鉄株式会社
取締役社長 1



目指す姿

➽第20次総合経営計画の骨子

デジタルの力で、沿線に新しい価値を。

「移動」と「まち創造」プラットフォームが織りなす

相互価値共創のスパイラルアップと

企業価値創出の基盤となる経営資本強化に

デジタルとデータを活用して取り組み、

お客さまに「新しい価値」を届け、

持続的に発展する沿線を実現します
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位置づけ

➽デジタルとデータを活用して、沿線価値共創戦略の推進と経営資本の強化に貢献する

デジタル基盤の整備 DX人財の育成

沿線価値共創戦略 経営資本の強化

社会価値・企業価値向上の推進

移動とまち創造プラットフォーム 事業構造変革／顧客視点／人的資本経営／財務マネジメント

顧客の可視化／地域経済圏の整備／移動需要の創出／観光×デジタルの促進／業務効率化・生産性向上／レガシーシステムの刷新／働き方改革

第20次総合経営計画

サステナビリティ推進方針

デジタルとデータを活用するための“基盤”づくり

具体策

実現の方向性
DXの取り組み

顧客満足度の向上 業務の効率化と高度化
狙い

計画・戦略

基本方針
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全体像

データ活用基盤の整備
➤グループ・事業を横断し、つなげるデジタル基盤

基幹・業務システムの近代化
➤クラウドファーストとサイバーセキュリティ

技術を支える人材
➤高度なIT技術で“事業部門で活躍する人材”と伴走

事業部門で活躍する人材
➤ビジネスモデルの変革と業務プロセスの改革を推進

ビジネスモデルの変革
➤デジタルの力で、顧客満足度の向上に挑戦

業務プロセスの改革
➤デジタルの力で、業務の効率化と高度化を実践

➽デジタル基盤の整備とDX人財の育成を通じて、新しい価値の実現に向けた取り組みに貢献する

DX人財の育成
➤デジタルスキル標準

新しい価値の実現
➤沿線価値共創戦略／経営資本強化

デジタル基盤の整備
➤アジリティ＆セキュリティ
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【達成指標】

①基幹業務のレガシーシステム比率：0％（2030年度）

②データ活用対象の顧客数：20万人（2026年度）

③顧客データ活用手法の確立：10件以上（2026年度）

【達成指標】

①DXベーシック研修の受講者数：全社員（2026年度）

②DXアドバンス研修の受講者数：230名（2026年度）

③ITスキルアップ研修の受講率：１００％（毎年度）

【達成指標】（③は当社実施の調査に基づく）

①京急プレミアポイント会員数：114万人（2026年度）

②MaaSサイト会員数：60万人（2026年度）

③駅構内・電車内の快適性：7.0ｐｔ（2026年度）

④従業員エンゲージメント：継続的向上（毎年度）



具体策

データ活用基盤の整備

基幹・業務システムの近代化

技術を支える人材

事業部門で活躍する人材

ビジネスモデルの変革

業務プロセスの改革

① 技術支援の強化による管理部門と事業部門におけるシステム更新計画の遂行

② 基幹・業務システムとの自動連携による顧客データを収集・蓄積する環境整備

③ 顧客理解を深めるため、実践的な活用手法を仮説検証できる体制と環境整備

① 全ての社員を対象とした、DXリテラシー教育の実施

② 自業務の改革や部門横断で新たな価値創造を担う人材の選抜と育成

③ 高度なIT技術を有する人材の継続的なスキルアップ

① 顧客の可視化によるセグメントマーケティングの実践

② 「MaaS整備」「モビリティ整備」「組織化」「地域拠点整備」による沿線地域の活性化

③ 鉄道事業における次世代型オペレーションへの変革

④ 多様な働き方と先進技術を活用した業務効率化と生産性の向上
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推進体制

➽トップマネジメントが主導し、全社的な共創体制で取り組む

経営層（役員会議）

新しい価値共創室
（顧客サービス担当）

グループ統括部
（グループICT推進担当）

事業部門／管理部門（新しい価値共創室・グループ統括部を含む）／グループ会社

➜DX推進（統括）

➜データ活用基盤の整備

➜事業部門で活躍する人材の育成

➜サイバーセキュリティの確保

➜基幹・業務システムの近代化

➜技術を支える人材の育成

ビジネスモデルの変革 業務プロセスの改革

共創体制
（業務連携・人材交流）

サイバーセキュリティの確保／
基幹・業務システムの近代化を支援

DX人財の育成／
データ活用基盤の整備と活用支援

「デジタルとデータを活用するための
“基盤”づくり」に向けた協力体制
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➣ 取り組み事例
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クラウド型SD-WAN

基幹・業務システムの近代化

➤非機能仕様の統一

➤サーバー購入・保守コスト削減 ほか

プライベートクラウド デジタルワークスペース

➤ビジネスツールのクラウド化

➤テレワーク環境 ほか

先進技術の取り込み
➤生成AIの活用

➤デジタルツールの検証 ほか

ログイン認証／資産管理／ウイルス対策

FW／通信検閲／接続認証

WAF／通信制御／ログイン認証

通信制御

／ログイン認証

セキュアブラウザ

／多要素認証

➤レガシーシステムの刷新

➤保守運用の効率化 ほか

基幹システムのクラウド化

アジリティを高め、VUCA時代に対応 高度なセキュリティ対策で、多様な働き方に対応
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データ活用基盤の整備

データ活用基盤

収

集

蓄

積

可

視

化

分

析
グループ内外のデータ

多様なニーズに応じたサービスの提供

データをつなぐと、、

顧客理解が深まる

お客さまに提案する
「新しい価値」のヒントに！

利用データ

グループ内外のデータを活用し、顧客理解を深める
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DX人財の育成

DXリテラシー標準相当 DX推進スキル標準相当

DXベーシック(全社員)
➥リテラシー向上

DXアドバンス
➥業務プロセスの改革をリード

データサイエンティストビジネスアーキテクト

DXリーダー
➥ビジネスモデルの変革をリード

ITエンジニア
➥高度なIT技術で伴走

サイバーセキュリティ

ソフトウェアエンジニア

デザイナー

【引用】経産省_デジタルスキル標準ver.1.2

課題発見／事業検討
➤課題・効果の把握と分析

事業部門で活躍する人材

「新しい価値」の実現
➤業務改革／ビジネス変革

システム導入支援
➤実現性と安定稼働

技術を支える人材

業務ドメインと経験獲得
➤IT技術力の維持向上

知見補完

+相互成長
DXリーダー

ITエンジニア

DXアドバンス

DXベーシック

デジタルとデータを活用できる「DX人財」を定義し、役割に応じた研修制度と人材育成

「事業部門で活躍する人材」と「技術を支える人材」のシナジーによる推進体制

DXリーダー／DXアドバンス／DXベーシック ITエンジニア
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ビジネスモデルの変革

ローカルプラットフォーマーとして、地域と共創 社員の気づきから、「新しい価値」を生み出す事業を育成
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業務プロセスの改革

デジタルツール活用に向けた検討会

スマートサポートシステム クレジットタッチ決済

信号扱いの自動化推進 アバター案内の実証実験

鉄道事業における次世代型オペレーションの推進 生成AIやデジタルツールの活用と浸透施策の推進

生成AI活用のロードマップ
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